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北大水産業報
30(2)， 129-132. 1979. 

ハネイギス (Cer，伽 iumjaponicum Okamura)とイギス (Cer伽 ium

k側 doiYendo)の端餐並びに細胞学的観察

能登谷 E 浩$・笹 煎寧

Culture and cytology of σerαm向mj，叩on.的tmOKAMURA and 
σ. lcon似 Y町 DO(Ceramiales， Rhodophyta) 

Masahiro NOTOYA事 andHiroshi YABUホ

Abstract 

The life history of Ceram似mj，匂閉山umOk晶mura晶ndC. kondcn Yendo w品目
completed withinもwomonths in the modified Grund media at 20・Cunder photo-
duration 12:12 hr (Iight: d品.rk). The chromosome number found in the germIing 
ofぬもraspore品ndin the spermatium form抗ionshowed色oh晶，ven=ca 30 in C. 
j叩抑的tm，乱ndthat in theぬも，rasporangiumand iri色，hegennIings ofぬも.ra母ore
showed to have n=I2-15 in σ. k，開 dcn. In the germIing ofもetrasporeof C. 
j叩倒的tmone charactersもic0・sh晶pedchromosome w倒 observed. In their early 
development up to the 5-8 ceII stage， theぬもrωporegermIings of both species 
were observed to have uninucleωe ceIIs in nearly haIf of他。germIings阻 dmulti-
nucleate ceIIs in the other half. 

緒言

1973年Edwards1)は英国産の 3種のイギス属植物 Ceramiums，加 tlet抑 thianum，C. rubtτ'1m， 

C. pedicellatumの培養を行って比較的短期間11:生活史を完結させる ζとに成功した。 1978年には

Garbary et a(2)がカナダ産の CeramiumrubrumとC.ruh円了ormeを培養して同じく生活史を短
期間で完結させ，日長と温度がとの両種の外部形態11:著しく影響を及ぼすととを観察している。

筆者らは 1978年5月以降函館産のハネイギス (Ceramiumja，抑 zicumOkamura) とイギス (C.

kondoi Yendo)について核相と生活史の関係を確かめる目的で培養を試みたと乙ろ両種共に培養開始

後約2ヶ月で生活史を完結させる乙とができた。培養は現在継続中であるが今迄に得た結果を報告す

る。

材料と方法

材料としては 1978年5月 17日に函館市立待岬で採集したハネイギスの四分胞子体と同年7月 19

日に同じく立待岬で採集したイギスの四分胞子体とを用いた。採集した体は直ちに北大水産学部の実

験室に待ち帰り胞子の放出を行なった。乙れらの胞子を Eクロピペットで吸い上げ滅菌海水中に移し

入れ，乙の操作を数回繰り返した後胞子をスライドグラス上に付着させ，次いで容量 30∞の管瓶中

iと移し入れ三洋恒温器 ModelSHR-1∞を用いて培養を開始した。ハネイギスの四分胞子は先ず予備

実験として温度を 5・C，10・C，15oC，20oC， 250e，照度を 5∞1ux，10001叫 2卿 Iux，40001ux， 8(削
*北海道大学水産学部味産植物学講座
(Lab仰 ωryof M，制御 Botany，Faculty of Fiaherie8， Hokktぬ品oUni世er8I勿)
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lux，光周期を 12時間明期 12時間暗期として 10日間培養した。その結果，温度は 20.C，照度は

20001uxで胞子の発生が良い乙とが判ったので以降はハネイギス，ィギス共にζの条件で培養を行っ

た。培養液としては modifiedGrund medium3)を用い6日毎にその全量を換水した。材料並ぴに培

養中の一部の発生体はアルコー)V，酢酸 (3:1)の液で固定し， Wittmann4)の方法で染色し細胞学的

研究に供した。

観察結果

1. 生活史

イギス属植物の初期発生は既に Ceramiumrubrum ]. Ag. とC.strictum Harveyで Derickのが，

Ceramium rubrumで Ki11ian6)， Kylinη， Inohりが行い. イギス (C.kondoi) ， ハネイギス(C.

jap側 icum) 等北海道産の種類について中村りが観察し， その発生型は何れも直立型である ζと

が知られている。本研究に用いたハネイギスとイギスも四分胞子並ぴにその培養Iとより得た雌性体

から放出された果胞子は何れも正常な直立型の発生を行ったが (P1.1， Figs. 1-6， Pl. II， Figs. 

15-19， Pl. III， Figs. 22-25， Pl. IV， Figs. 36-39)，稀t乙頂端部からも仮根を生ずる崎形体力Z見

られた(Pl.1， Fig. 5)。四分胞子の径はハネイギスでは 37-43，.m，イギスでは 48-541'mあり，イ

ギスの方が大きい。ハネイギスでは培養開始10日後1(.体は 2mmの長さに達し， 成熟した雄性体が

得られた (PI.1， Figs. 9， 10) 0 35日培養したものでは体長は更に伸長して 3-6mmとなり， 乙の時

K成熟した雌性体が得られた(PI.U， Figs. 11-15)。本培養では約 450個体の発生体のうち 152個

体が成熟し，そのうち 78個体が雌性体， 74個体が雄性体でほぼ 1:1の性比を示した。 ζの時成熟中

の雌性体を 1個体づっ小型シャーレに移し入れ培養を継続したと乙ろ 1個の嚢果かちは 130-140

個の果胞子(径 40-45，.m)が放出された (PI.U， Fig. 14)。果胞子放出後 17日経た時にはその発

芽体は体長約 2.5mm IL成長し，体中間部の皮層中IL四分胞子嚢が形成された (PI.II， Figs. 20， 21)。

その3日後には胞子が放出されたが，その色彩，大きさともに天然の体に形成される四分胞子と差異

は認められない。

イギスは四分胞子放出 15日後には体長約2-3mmf乙達し，成熟した雄性体が得られ (PLIII， Figs. 

27，28)，更に15日後には体;ま約 4-5mmの長きとなり， 成熟した雌性体力Z得られた(PI.III， Fig. 

35) 0 1個の嚢果からは 34-46倒の胞子が放出され，ハネイギスの嚢果IL形成きれる胞子の数より少

ない。呆胞子の大きさは径65-70，.mあり，ハネイギスのものよりも大きい。果胞子は発芽後 30日

経て成熟した四分胞子体(体長4.8-5.4mm)を得る ζとができた(PI.IV， Fig. 40)。四分胞子嚢

の形成ぽ (1)天然の四分胞子体に見られる如く主軸の枝に小枝吾作り， その中fr.多数の胞子嚢を形

成する場合 (PI.IV， Fig. 42) と (2)主軸の皮層が膨れてその中に胞子嚢が形成される場合 (Pl.lV，

Fig.41)の2通りがあった。

現在のと ζろハネイギス，イギスともに3-4固にわたって生活史を繰り返しているが， 本培養で

は僅か約2ヶ月の期間で生活史が完結した。成熟中の体を 1個体ずつ別の小型容器IL移し入れ培養を

続けると四分胞子体，有性体は何れも約2ヶ月後には平均体長約10cmfζ成長し， 生殖器官の形成も

持続して行われた。乙の場合四分胞子体では生長が最も良いがあまり分校せず，雌性体ではややノl、い

が最も分枝し，雄性体ではそれよりも更に幾分小さいが四分胞子体よりも分校する体となった。

2. 細胞学的観察

ハネイギスでは四分胞子発芽体とそれを培養して得た雄性体で. イギスでは採集した体IL形成され

ていた四分胞子嚢内と培養した四分胞子発芽体とで核分裂を観察した。

ハネイギスの四分胞子発芽の際の第1回核分裂の初期では核は径 5，.m あり， その中央IL1ケの仁
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Text-fig. 1. 
A. Nucleus抗 l抗eprophase in one-cell-stage of tetra自poregermling of Geramωm 
jap側 4仰.mOkamura. 
B. Mulもinucle抗ecell in one-cell-stage of tetr乱sporegermling of Geramium j，叩側ic叫協
Okamura. 

Nucleus at early meぬphasein the first meiotic division inもheもetrasporangiumof 
Geramium kondoi Yendo. 

c 

C. 

が明瞭に認められるが同一核内に 2-3個の仁を有する ζとがある (Pl.V， Fig. 43)。更に核分裂が

進むと核内に染色体が現われてくるが染色体は粒状で極めて小さい (Text-五g.l-ん Pl.V， Fig. 44)。

胞子発芽体の約半数は第1回核分裂終了後には隔膜が形成され各細胞は夫々 1個ずつの核を有するよ

うになるが，他の半数のものは核分裂終了後に隔膜が形成されず引き続い C核が分裂し細胞は多核と

なる (Text-fig.1-B， Pl. V， Figs. 45-47)。ζのように多核の場合には細胞内では核分裂は同時的

11:行われる。 Pl.V， Fig. 45は同一細胞に2核が存在し核は分製前期に入っているものを示す。片方

の核11:は幾分大きい 1個の仁と 4個の小仁が存在し，極めて細い染色糸が観察される。発芽体内の

核分裂後期の像では0状を呈し，他のものよりも幾分大きい1個の染色体が認められた (Text-fig.

1-B， Pl. V， Fig. 46) 0 7-8個以下の細胞より成る発生体では各細胞は未だ単核を有するものが多い

が (Pl.V， Fig. 48)，その後更に発生が進むに従い細胞は次第に多核を有するようになってくる(Pl.

V， Fig.49)。核分裂中期の像は多数観察されたが，極には中心体は認められない。雄性体では精子

器と放出された精子内で染色体が容易に得られた (Pl.V， Fig. 50)。ζれらの染色体は四分胞子発芽

体内で現われる染色体よりも幾分大きい。四分胞子発芽体と雄性体の精子には約30個の染色体が数

えられた。

イギスの四分胞子形成の際の第1回分章受の終りと中期の初めで染色体が得られたが，その数は 12-

15であった。図に示す如く染色体の大きさには差異がある (Text-fig.1-C， Pl. V， Fig. 51)。第1回
核分裂中期には稀11:紡錘糸が明瞭に認められる乙とがあったが中心体は観察されない(p1.V， Fig. 

52)。

四分胞子の発芽体内ではハネイギスの発芽体と同様にその発生初期に於いて細胞は単核を有する場

合と多核を有する場合の両者が見られた。

議

材料を採集した函館の立待岬では，ハネイギス， ィギス共11:4月から 9月にかけて成熟体が得られ

た。それらの多くは四分胞子体で，雌性体は少なく，雄性体はイギスでは極く少数採集するととがで
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きたが，ハネイギスでは得る ζとができなかった。本培養ではハネイギス， ィギスは何れも有性体

四分胞子体共に体長0.2-6mmIr.達した時IC成熟した。 ζれらの体を新しい容器に入れて培養を続

行すると，その後約2ヶ月で何れも約 10cmの体となり，立待岬での採集結果とは異なり容易に雄性

体を得る ζとができた。

イギス属植物では雄性体は四分胞子体並びに雌性体よりも小さいととが知られている9)。本研究に

於いても長時間熔養した際には雄性体は四分胞子体と雌性体に比べて小きかった。

イギス属植物で細胞学的に研究された種類としては CeramiumdeslongclanprisとC.聞か-umが
ある。その染色体数は前者では 2n=4010)，後者では n=6-911)，n=?8坤， n=34時" 2n=約64ゆ

と報告されている。筆者らの今回観察した染色体数はハネイギスでは n=約30， イギスでは n=12-

15であった。
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EXPLANATION OF PLATES 



PLATE 1 

Morphologic晶1ph制 esin色helife hi的oryof Ceram旬偽 j匂閉山umOkamur晶 inculture. 

1-4 & 6-9. Successive stages fromぬ.eliber的edぬもrasporeto the forma品，ionof m晶le
game句，phyte.
5. Abnormalぬもr晶母ore-germlingwiぬ rhizoidalcells from its晶picalpori色ion.
10. Parもofもhem晶.Iegameω，phyte bearing spen帥旬ngia.

M晶gnification: Figs.各-8&10晶rein色hesame scale as shown byもhebar in Fig. 1. 
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7 
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NOTOYA & YABU: Culture and cytology of Oer，αmium 



PLATE II 

Morphological ph副 esin the life history of Cera.刑似叫jaタonic叫悦 Okamurain culture. 

11. Female gametophyte bearing cy白色。ωrp.
12--13. Part of the female gametuphyte bearing cystocrp. Carpospores just liberated 
(pointed by arrow) are visible in Fig. 13. 

14. The carpωpores on a sIide， ju前 afteradhering. 
15-20. Successive呂志agesfrom the liberated ωrpω'poreも()the formaもionofもetrasporophyte.
21. Parもofもheぬもrasporophytebearing tetrωporangia. 

Magnification: Figs. 13 and 21 are in the same scale as shown byもhebar in Fig. 12. Figs. 
16-19 are in the 鵬首le白ωleωshownby the b品rin Fig. 11. 
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PLATE III 

Morphological ph鎚 esin the life hIstory of Cera制仰冊 kondoiYendo in culture. 

22-35. Successive s句g凶 fromthe liberated tetraspore to the formation of male (Figs. 27-
28)阻 dfemale (Figs. 29-35) gameもophytes. The spermatium forming portion in 
Fig. 27， the liberated自'perm抗iain Fig. 28， the tricogyne in Fig. 29 and early stages in 
the developmenもofcystoW1rp in Fig. 30 are indic抗edby arrows， respectively. 

Magnification; Figs. 23-25 are in the same scale品自自hownby the b品rin Fig. 22. Fig. 
27 and Figs. 29-35晶rein the s品mescale as shown by the bar in Fig. 26. 



Bull. Fac. Fish. Hokkaido Univ. 30(2). PLATE III 

N"OTOYA & YABU: Culture and cytology of Cer田旧制 初



PLATE IV 

Morphological phases inもhelife hi錦町yof Cer:t悦印怖か叫doiYendo. 

36-40. Successive stages from the liberated伺 rpcsr;creto the formaiicn of tetrユsporophyte
in culture. 

41-42. Part of theもetrasporophytebearing tetrιsporangia. 

Magnification: Figs. 37-38 & 41-42乱rein the same scale as shown by the bar in Fig. 
36. Fig. 39 is in the same scale as shown by the bar in Fig. 40. 



Bull. Fac. Fish. Hokkaido Univ. 30(2) PLATE IV 

.-.4¥1... 降3

NOTOYA & YABU CuJture and cytology of Cerα仰nU1n



PLATE V 

43-50. Cera.制印刑 japonic恒明 Okamura.
43-49. N uclear divisions inむheearly stages of旬位制pore-germling;
43. Nucleus at early propha田 inone-cell-stage germling. 44. Nucleus at la品epropha帥
in one-cell-自tagegermling. The chromosomes叩pearwithin the nuclear回 vity. The 
帥 mefigure is shown inもext-fig.l-A. 
45. Two nuclei 抗 early prophase in one-cell-呂志agegermling. One large and four 
sm乱11nucleoli are visible in one of the nuclei. 
46. Four nuclei at late proph品sein one-cell-stage germling. Chromosomes are visible in 
the nucleus a品もheupper righもsidein the figure. The same figure is shown in的xt-fig.
l-B. 47. Four nuclei at midproph鮒 ein one-cell-stage germling. 49. More 
advanced stage of the germling than in Fig. 48. M倒 tof the cells in the germling come 
to have multi-nuclei. 
50. Nuclear divisions inもhe自permatiumformation in male gameもophyte.
51-52. Cr倒仰umkondoi Yendo.' The first nuclear divi目ionsin七he飴もr品spora.ngiumfrom 
the plant in nature. 

51. Ea.r1y m凶aph制 e. The same figures are shown in text-fig. 1・C. 52. Side view of 
metapha田.
Magnification: Figs.44-47 & 50-52 are in the same scale as shown by the bar in Fig. 43. 
Fig. 49 is in the same scale as shown by the bar in l<'ig. 48. 
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NOTOYA & YABU: Culture and cytology of Cera.m叩刑
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